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1．背景 

地方自治体から土砂災害警戒情報が発表され避難指示が発令されているにもかかわらず、多くの犠牲

者を出す事例が後を絶ちません。毎年のように発生する土砂災害に対し、住民避難の実効性を高め、被害を

軽減するために、土砂災害の切迫度をより的確に伝える新たな情報が求められています。 

2．「どしゃキジ」の技術的特徴 

・地域で異なる地形地質等を AI 技術により分類し地域特性を反映 

・既往災害の雨量データに基づき全ての長期・短期の雨量特性を想定し、土砂災害の危険性を見逃さ

ない評価 

・過去に災害を引き起こした豪雨との比較により、段階的な危険度をわかりやすく情報提供 

・当社開発の水災害リスクマッピングシステム「RisKma」と連携することにより雨量の予測や、気象庁がホ

ームページで公開している「土砂キキクル」等の関連情報も閲覧可能 

・過去の災害時の降雨を用いたシミュレーター機能により防災訓練などに活用可能 

 

  

土砂災害危険度情報システム「どしゃキジ」を開発しました 

～土砂災害の危険性を見逃さない新たな情報提供サービスの開始～ 

株式会社建設技術研究所（本社：東京都中央区、代表取締役社長：西村達也）は、土砂災害危険度情報

システム「どしゃキジ」を開発し、地方自治体や鉄道・道路を管理する民間企業を対象とした土砂災害からの

避難・事前対策のための新たな情報提供サービスを開始しました。 
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システム運用イメージ 

※本システムは「RisKma」をプラットフォームとしており、地図上にメッシュや字界など任意の単位

で危険度を表示できるほか、時系列データの表示により危険度の推移を確認することができます。 
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3．今後の展望 

今後は地方自治体や道路・鉄道事業者等への普及を図るとともに、学術指導を頂いた京都大学と

引き続き連携しながら、より多くのニーズに対応できるよう機能向上を目指します。 

 

 

 
 

 
 

【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社建設技術研究所 管理本部広報室 米山（よねやま）koho@ctie.co.jp 
TEL：03-3668-4226（直通） 
〒103-8430 東京都中央区日本橋浜町 3-21-1 日本橋浜町 F タワー 

 


